
１ 　 第 7 6 7 4 号 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ９ 月 ４ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ク ァ ル テ ッ ト ・ イ ン テ グ ラ

ホ ー ル 室 内 楽 ア カ デ ミ ーに 在 籍 。 そ の 後 は 、 ロ サン ゼ ル ス の コ ル バ ー ン ・ス ク ー ル で レ ジ デ ン ス ・ア ー テ ィ ス ト と し て 、 マー テ ィ ン ・ ビ ー バ ー 、 ジョ ナ サ ン ・ ブ ラ ウ ン 、 クラ イ ブ ・ グ リ ー ン ス ミ スに 師 事 し て い る 。 同 芸 術村 が 主 催 し た 第 ８ 回 秋 吉台 音 楽 コ ン ク ー ル （

1 9

年 ） で は 、 弦 楽 四 重 奏 部

（ 美 祢 市 秋 芳 町 、

☎
０ ８

３ ７

－

６ ３

－

０ ０ ２ ０ ）

で 開 か れ る 。　
２ ０ １ ５ 年 に 桐 朋 学 園

に 通 う 三 澤 響 果 （ 第 一 バイ オ リ ン ）  、 菊 野 凜 太 郎（ 第 二 バ イ オ リ ン ）  、 山 本一 輝 （ ビ オ ラ ）  、 築 地 杏里 （ チ ェ ロ ） に よ っ て 結成 さ れ た グ ル ー プ で 、
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年 か ら ４ 年 間 サ ン ト リ ー

門 第 １ 位 、 ベ ー ト ー ヴ ェン 賞 、 山 口 県 知 事 賞 （ グラ ン プ リ ） に 輝 い た 。 そし て 、

2 1年 の バ ル ト ー ク

国 際 コ ン ク ー ル 弦 楽 四 重奏 部 門 第 １ 位 、 翌

2 2年 の

第

7 1回 ミ ュ ン ヘ ン 国 際 音

楽 コ ン ク ー ル で も 弦 楽 四重 奏 部 門 第 ２ 位 ＆ 聴 衆 賞を 受 け た 。 ニ ュ ー ヨ ーク 、 ロ サ ン ゼ ル ス 、 フ ラン ク フ ル ト 、 フ ィ レ ン ツェ 、 ナ ポ リ な ど で リ サ イタ ル を 開 催 す る な ど 世 界的 に 活 躍 し て お り 、 国 内で も 第 一 生 命 ホ ー ル や トッ パ ン ホ ー ル な ど で ベ ー

　
弦 楽

四 重 奏団 「 クァ ル テッ ト ・イ ン テグ ラ 」の リ サイ タ ルが 、
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日

（ 土 ）  午
後 ２ 時か ら 、秋 吉 台国 際 芸術村

ト ー ヴ ェ ン や ブ ラ ー ム スな ど を 取 り 上 げ た シ リ ーズ に 取 り 組 ん で い る 。 今年 ３ 月 に は 、 昨 年 末 脱 退し た 築 地 に 代 わ り 、 韓 国

１ 番 」  （ 同 ）  な ど 。　
入 場 料 （ 全 席 自 由 ）

は 、 一 般 ２ ５ ０ ０ 円 、 学生 １ ０ ０ ０ 円 。 ロ ー ソ ンチ ケ ッ ト （ Ｌ コ ー ド

：

６

４ ０ ６ １ ） で 事 前 購 入 、も し く は 同 施 設 の ウ ェ ブサ イ ト （ Ｑ Ｒ コ ー ド か

人 チ ェ リ ス ト の パ ク ・イ ェ ウ ン が 正 式 加 入 した 。　
演 奏 曲 目 は 、 弦 楽 四

重 奏 曲 第 ２ 番 ト 長 調 作品
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－

２ （ ベ ー ト ー ヴ

ェ ン ）  、 弦 楽 四 重 奏 曲第 ３ 番 ニ 長 調 作 品
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－

３  （ 同 ）  、 弦 楽 四 重 奏 曲第 ７ 番 ヘ 長 調 作 品

5 9

－

１ 「 ラ ズ モ フ ス キ ー 第
応 募 を 呼 び か け る 。　

寄 せ ら れ た 作 品 は 、 管
轄 の 各 消 防 本 部 で １ 次 審査 が 行 わ れ 、 優 秀 と 認 めら れ た 作 品 が 県 で の ２ 次審 査 に 進 む 。 そ し て 、 最優 秀 賞 １ 点 、 優 秀 賞 ２点 、 優 良 ４ 点 が ２ ０ ２ ５年 ２ 月 に 決 定 。 最 優 秀 作品 は 、

2 5年 度 の 山 口 県 火

災 予 防 ポ ス タ ー に 使 用 され る 。　
山 口 市 に お け る

2 3年 度

の 火 災 発 生 件 数 は

6 4件

で 、 記 録 を と り 始 め た １９ ５ ２ 年 以 来 最 多 だ っ た前 年 よ り

2 2件 減 少 し た 。

死 亡 者 も お ら ず 、 負 傷 者は ８ 人 。 そ の う ち ５ 人 が
6 5歳 以 上 だ っ た 。

て 、 管 轄 の 消 防 本 部 に 郵送 、 ま た は 最 寄 り の 消 防署 （ 所 ） に 持 参 す る 。 山口 市 民 の 郵 送 先 は 、 山 口市 消 防 本 部 予 防 課 予 防 担当 （ 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ８ ９

 

山 口 市 亀 山 町 ２

－

１ 、

☎

０ ８ ３

－

９ ３ ２

－

２ ６ ０

５ ） で 、 締 め 切 り （ 当 日消 印 有 効 ） は

2 0日  （ 金 ）  。

　 「 市 民 一 人 一 人 の 防 火意 識 が 向 上 す れ ば 、 火 災は 減 ら す こ と も 防 ぐ こ とも で き る 。 そ の 第 一 歩 とし て 、 作 品 を 応 募 し て ほし い 」 と 、 同 消 防 本 部 は

　 「 作 品 課 題 」 は 、 ① 住宅 防 火 （ 特 に 住 宅 用 火 災警 報 器 ） に 関 す る も の ②放 火 火 災 の 防 止 に 関 す るも の ③ 防 炎 エ プ ロ ン （ 炎に 触 れ て も 火 が つ き に くく 、 燃 え 広 が ら な い 素 材を 使 用 し た エ プ ロ ン ） の普 及 に 関 す る も の ④ そ の他 火 災 予 防 に 関 す る こ と（ 山 火 事 予 防 に 関 す る もの は 除 く ） の ４ 種 類 。　

応 募 は 、 作 品 （ 標

語 ）  、 郵 便 番 号 、 住 所 、氏 名 （ ふ り が な ）  、 年齢 、 電 話 番 号 を 明 記 し

　
防 火 意 識 の 普 及 啓 発 を

図 る た め 県 な ど は 、 豊 富な 人 生 経 験 と 知 識 を 持 つ
6 5歳 以 上 の 県 内 在 住 者 か

ら 、 防 火 標 語 を 募 集 し てい る 。 全 国 の 火 災 に よ る死 者 数 は 毎 年 １ ５ ０ ０ 人前 後 で 推 移 し て お り 、 うち 約 １ ０ ０ ０ 人 が 住 宅 火災 に よ る も の だ 。 そ して 、 そ の 約 ７ 割 を

6 5歳 以

上 の 高 齢 者 が 占 め て いる 。 そ こ で 、 高 齢 者 に おけ る 火 災 予 防 意 識 を 高 めよ う と 毎 年 実 施 さ れ て いる も の 。

6 5歳 以 上 の 山 口 県 民 か ら

意 識 向 上  へ  「 防 火 標 語 」  を 募 集～  ２ ０ 日

弦 楽 四 重 奏 ク  ァ  ル  テ  ッ  ト ・ イ  ン  テ  グ  ラ
秋 吉 台 国 際 芸 術 村 で リ サ イ タ ル

1 4日

応  募  フ ォ ー  ム

ら ） で 予約 で きる 。

1 9 7 6  年 ７ 月 、 防 府 市 生 ま れ 。 防 府 高 、 山
口 大 人 文 学 部 卒 。 文 化 財 等 屋 根 工 事 会 社

「 ひ わ だ や 」 （ 山 口 市 円 政 寺 町 ） の 専 務 取
締 役 で 、 「 ア ト リ エ ひ わ だ や 」 を 主 宰 。 ２
級 建 築 士 、 Ｄ Ｉ Ｙ ア ド バ イ ザ ー の 資 格 を
持 つ 。 ３ 児 の 母 。
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現 在 、 国 宝 瑠 璃 光 寺 五

重 塔 の 檜 皮 葺 屋 根 修 復 工事 に 携 わ っ て い る 屋 根 工事 会 社 ひ わ だ や の 専 務 取締 役 。  「 檜 皮 葺 の 技 術 や伝 統 文 化 を 後 世 に 伝 え たい 」 と 、 檜 皮 を 使 っ た ワー ク シ ョ ッ プ や 商 品 開発 、 レ ン タ ル ス ペ ー ス 事業 な ど を 展 開 し て い る 。　
文 化 財 の 屋 根 工 事 に は

受 注 に 波 が あ る こ と から 、  「 本 業 を 支 え る 柱 の一 つ と し て で き る こ と はな い か 。 素 材 の 良 さ を 広く 理 解 し て ほ し い 」 と 模

索 。 ２ ０ １ ７ 年 に 「 ア ト リエ ひ わ だ や 」 を 立 ち 上 げ 、同 社 の 観 光 教 育 部 門 と し てス タ ー ト し た 。　
ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 徳

地 和 紙 、 大 内 塗 、 檜 皮 を 活用 し た コ サ ー ジ ュ や リ ー ス作 り が 体 験 で き る 。 ま た 、檜 皮 を 配 合 し た ア ロ マ オ イル 「 瑠 璃 Ｋ Ｏ Ｕ 」  、 檜 皮 葺屋 根 を 模 し た イ ン テ リ ア パネ ル 「 ｋ ａ ｓ ａ ｎ ｅ 」 も 商品 化 し た 。　

1 0月 に は 、  「 瑠 璃 Ｋ Ｏ

Ｕ 」 を ミ ス ト 状 に ス プ レ ーす る 商 品 も 発 売 予 定 だ 。

佐
さ

々
さ

木
き

　
綾 あや

子
こ

さ ん

檜 皮 葺 の 伝 統 文 化 を 新 た な 形で 伝 え る

　 　 　

阿 部

　
来

考 古 担 当 学 芸 員

と の 合 意 に よ っ て 、 初 め て価 値 を も つ の で す 。　
で は 、 今 か ら ８ ０ ０ 年 か

ら ４ ５ ０ 年 ほ ど 前 、 中 世 のお 金 は ど う だ っ た の で し ょう か 。 当 時 は 、 多 量 の 銅 銭を 中 国 か ら 輸 入 し て 、 お 金と し て 使 っ て い ま し た 。 中

　
渋 沢 栄 一 ・ 津 田 梅 子 ・ 北

里 柴 三 郎 と い え ば 、 ２ ０ ２４ 年 ７ 月 ３ 日 に 発 行 さ れ た新 札 に 描 か れ て い る 偉 人 たち 。 み な さ ん は 実 物 を 手 にさ れ ま し た か 。 新 札 に は 、紙 幣 の 価 値 を あ ら わ す 「 １０ ０ ０ ０ 」 な ど の 数 字 の 下に 日 本 銀 行 券 と い う 文 字 があ り ま す 。 こ れ ら の 紙 幣は 、 日 本 銀 行 が 発 行 し た もの で 、 政 府 ・ 日 銀 へ の 信 用と 実 際 に 紙 幣 を 使 う 私 た ち お 金 の 価 値 を 決 め る の は ？

　
新 札 と 中 世 の 銅 銭
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国 や 朝 鮮 な ど と の 貿 易 に 経済 的 な ウ ェ イ ト が あ っ た こと が う か が え ま す 。　
山 口 市 の 興 隆 寺 か ら は 、

備 前 焼 の 大 甕 に 納 め ら れ た２ ９ ４ ㌔ グ ラ ム （ 推 定 ８ ９０ ０ ０ 枚 ） も の 銅 銭 が み つか っ て い ま す 。 大 内 氏 の 氏寺 で あ る 興 隆 寺 の 繁 栄 を 物語 る 貴 重 な 資 料 と い え る でし ょ う 。県 立 山 口 博 物 館

興 隆 寺 の 出 土 銭 
（ 県 立 山 口 博 物 館 蔵 ）



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ９ 月 ４ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 9 月 1 1 日 掲 載

Ｑ . 秋 の 花 粉 症 に つ い て教 え て く だ さ い 。Ａ .

秋 に も 花 粉 症 を 発 症

す る 方 が い ま す 。 原 因 は樹 木 の 花 粉 で は な く 、 河川 敷 や 空 き 地 の 草 む ら に生 え て い る ブ タ ク サ 、 ヨモ ギ 、 カ ナ ム グ ラ の 花 粉で す 。 そ れ ら の 花 粉 は ８月 下 旬 か ら

1 0月 に か け て

飛 散 し ま す 。　
症 状 は く し ゃ み 、 鼻

水 、 鼻 づ ま り 、 目 の か ゆみ な ど ス ギ 花 粉 症 と 同 じで す が 、 加 え て 咳 が 出 やす く な る の が 特 徴 で す 。そ の 理 由 は 、 ブ タ ク サ など の 花 粉 は ス ギ 花 粉 よ り粒 子 が 小 さ い た め 、 鼻 より 奥 の 気 管 支 ま で 到 達 しや す い た め で す 。 鼻 症 状に 咳 が 生 じ る の で カ ゼ と勘 違 い す る 方 も い る よ うで す が 、 熱 も な く 、 症 状が １ 週 間 以 上 も 長 引 く 場合 は 秋 の 花 粉 症 の 可 能 性が あ り ま す 。　
ス ギ と 違 っ て 、 花 粉 が

遠 く ま で 飛 散 す る こ と はあ り ま せ ん 。 で す の で 、予 防 と し て は 、 ま ず は ブタ ク サ な ど が 生 え て い る草 む ら に 近 づ か な い こと 、 あ と は マ ス ク 着 用 など 、 ス ギ 花 粉 症 と 同 様 です 。　
治 療 も 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬

の 内 服 、 点 鼻 薬 、 点 眼 薬と 、 ス ギ 花 粉 症 と 同 じ です 。あ ん の 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－ ９ ２ ４

－ １ １ ５ １

福 谷

 敏 彦

 医 師
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プ リ ン 、 パ ン 、 ヨ ー グ ル ト を 作 り ま し た が 全 部 ほ ん っ と に 美 味 し く

出 来 て 、 牛 乳 自 体 が す ご く 美 味 し い ん だ ！

　
と 感 激 し ま し た 。 一 度 そ

の 味 を 知 る と 絶 対 リ ピ ー ト し た く な り ま す よ 。  （ 山 口 市

　
Ｎ ・ Ｉ さ ん ）

　
我 が 家 は み ん な 紅 茶 好 き で す 。 紅 茶 に 入 れ る 牛 乳 に も こ だ わ り が あ

り 、 必 ず 低 温 殺 菌 牛 乳 を 選 び ま す 。 飲 み 比 べ る と さ っ ぱ り お 菓 子 に あう の は や っ ぱ り 低 温 殺 菌 牛 乳 を ミ ル ク イ ン フ ァ ー ス ト し た ミ ル ク テ ィー だ な と 思 い ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 和 木 町

　
Ｍ ・ Ｓ さ ん ）

 組 合 員 さ ん の 声

ポ イ ン ト ①
6 5℃ で

3 0分 間 の 低 温 殺 菌 ！

　
生 乳 の 味 ・ 風 味 を 残 し な が ら 、 殺 菌

効 果 が 得 ら れ る ギ リ ギ リ の 温 度 と 時 間に ト コ ト ン こ だ わ っ て 作 ら れ て い ま す 。ポ イ ン ト ②原 料 に は 、 県 内 産 の 良 質 な 生 乳 の み を使 用 ！ポ イ ン ト ③安 全 性 を 重 視 し て 徹 底 し た 品 質 管 理 ！味 ・ 風 味 に 自 信 あ り ！ 　
低 温 殺 菌 で 安 心 し て お 届 け で き る 牛

乳 に す る た め に は 、 最 初 か ら 細 菌 数 の少 な い 健 康 で 良 質 な 生 乳 が 必 要 で す 。牛 が ス ト レ ス を た め な い 衛 生 管 理 など 、  ﹁ 良 質 な 生 乳 ﹂ の 生 産 に 努 力 さ れ てい る 県 内 の 酪 農 家 で 絞 ら れ た 生 乳 の みを 使 用 し て い ま す 。　
や ま ぐ ち 県 酪 乳 業 で は 、 原 乳 の 輸 送

か ら 製 造 、 出 荷 ま で 一 貫 し て 安 全 性 を重 視 し 、 品 質 管 理 を 徹 底 し な が ら 専 用ラ イ ン で 製 造 を 行 っ て い ま す 。　
低 温 殺 菌 は 、

9 9％ の 殺 菌 を 行 う こ と

で 生 乳 が 本 来 持 つ ﹁ 味 ﹂ と ﹁ 風 味 ﹂ を活 か す 殺 菌 方 法 で す 。 こ だ わ り の 殺 菌方 法 だ か ら こ そ 価 格 や 消 費 期 限 に デ メリ ッ ト は あ り ま す が 、 そ れ を 上 回 る味 ・ 風 味 を お 届 け で き ま す 。 大 好 き や ま ぐ ち 牛 乳 の こ だ わ り ポ イ ン ト

コ ー プ の こ だ わ り 商 品地 産 地 食 で 山 口 県 を 元 気 に ！
 

大 好 き や ま ぐ ち 牛 乳

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

︻ 電 子 ピ ア ノ ︼

ヤ マ ハ ク

ラ ビ ノ ー バ Ｃ Ｌ Ｐ

－

５ ６

０ 白 鍵 盤

5 2有 。 す べ て の

音 出 ま す 。 説 明 書 ・ 椅 子有 。 現 状 問 題 な く 弾 け ます が

　
古 い 為 保 証 は 出 来

ま せ ん 。 熊 野

０ ９ ０

６ ６ １ ５ ８ ７ ２ ９
︻ 催 場 ︼ ~ ９ 日  （ 月 ）  :

Ｕ

＆ Ｃ

8 8買 取 イ ベ ン ト

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~ ９ 日（ 月 ）  :

田 辺 武 ・ 素 子 二 人

展 ａ ｎ ｄ

 

ｔ ｈ ｅ

 

ｂ ｅ ｙ

ｏ ｎ ｄ

 差 し 上 げ ま す


